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それではご覧ください



子どもたちのウェルビーイングを
保障する学校教育への挑戦

22nd Jun, 2026 溝上慎一の教育論（動画チャンネル）

福井大学大学院連合教職開発研究科 木村優



2



3

3000年紀（西暦2001〜3000年）の夜明けに、人類は目覚め、伸びをし、
目を擦る。恐ろしい悪夢の名残が依然として頭の中を漂っている。「有
刺鉄線やら巨大なキノコ雲やらが出てきたような気がするが、まあ、た

だの悪い夢さ」。人類はバスルームに行き、顔を洗い、鏡で顔の皺を点
検し、コーヒーを淹れ、手帳を開く。「さて、今日やるべきことは」

その答えは、何千年にもわたって不変だった。20世紀の中国でも、中世
のインドでも、古代のエジプトでも、人々は同じ３つの問題で頭がいっ

ぱいだった。すなわち、飢餓と疫病と戦争で、これらがつねに、取
り組むべきことのリストの上位を占めていた。（p.9）

無くならないが、人類のプロジェクト（叡智と努力）で克服できるようになった

次のプロジェクトは？

非死
アモータル

幸福への鍵の発見



VUCAとGERMのはざまで...
Volatility, Uncertainty, Complexity & Ambiguity

Global Education Reform Movement



変動 不確実 複雑    曖昧

https://stock.adobe.com/jp/images/business-covid-19-financial-concept-falling-stock-marketing-on-microscopic-cell-coronavirus-disease-covid-19-in-wuhan-china-pneumonia-representing-infectious-transmission-hybrid-coronavirus-map/335970390
https://stock.adobe.com/jp/images/vector-of-human-artificial-intelligence-interaction-with-men-and-women-meeting-robots-on-a-smartphone-platform/275810514
https://stock.adobe.com/jp/images/aerial-pov-view-depiction-of-flooding-devastation-wrought-after-massive-natural-disasters-at-bekasi-indonesia/326319545
https://stock.adobe.com/jp/images/close-up-of-businessman-hand-showing-texture-the-world-with-digi/88449702
https://stock.adobe.com/jp/images/concept-of-the-aftermath-of-war-illustration-of-the-destruction-after-the-war-in-ukraine-consequences-of-shelling-by-artillery-shells-and-air-strikes-on-a-military-base/491776611
https://stock.adobe.com/jp/images/banner-with-the-words-volatility-uncertainty-complexity-and-ambiguity-vuca/207158157


変動   不確実  複雑    曖昧

自ら考え、考え抜き
VUCAな状況で適切な判断を行い

そうした考えや判断を他者・社会に表現できる力

https://stock.adobe.com/jp/images/banner-with-the-words-volatility-uncertainty-complexity-and-ambiguity-vuca/207158157


GERM
Global EducaGon Reform Movement



グローバル教育改⾰運動
GERM

（GLOBAL EDUCATION REFORM MOVEMENT）

1990年代〜現在

2007年〜
全国学⼒・学習状況調査

対象 ⼩学校６年⽣・中学校３年⽣
内容 国語・数学（算数）、理科（3年に1度）、英語（2019年、中学⽣のみ）

1995年〜
国際数学・理科教育調査 TIMMS (Trends in International Mathematics and Science Study)

対象 ⼩学校４年⽣・中学校２年⽣
内容 学校で習う数学（算数）・理科の内容理解の程度を測定する

2000年〜
⽣徒の国際学習到達度調査 PISA (Programme for International Student Assessment) 

対象 15 歳3ヶ⽉〜16歳2ヶ⽉（中学校３年⽣）
内容 学校で習う数学・読解（国語）・科学の知識・スキルの活⽤能⼒（リテラシー）を測定する



グローバル教育改⾰運動
GERM

（GLOBAL EDUCATION REFORM MOVEMENT）

1990年代〜現在

オーストラリア
英語（読解・筆記・会話）・数学的思考

カナダ・オンタリオ州
英語・仏語（読解・筆記）・数学

⽇本
国語（読解・筆記）・数学（算数）

SATs
イギリス

英語（読解・筆記）・数学・科学

アメリカ
英語（読解・筆記）・数学・科学

他（定期）

フランス
仏語（読解・筆記）・数学

各国政府・⾃治体は、
読解（国語）・数学・科学
の成績向上に
教育上の努⼒・投資
を集中

国家・地域間、州・⾃治
体間ランキングによる⽐
較・競争の激化、標準化
テストへの対応
⼦どもたちのｳｪﾙﾋﾞｰｲﾝｸﾞ
の置き去り



グローバル教育改⾰運動 GERM
２、３の特定教科（国語・算数数学ときどき科学（理科））の

学びに焦点化

学習化 Learnification という問題提起（Biesta, 2010）

Biesta, G. J. J. (2010) Good educa6on in an age of measurement: Ethics, poli6cs, democracy, Boulder, CO: Paradigm Publishers

「学習」という言葉は個人主義化しやすい＝GERMもまた学習の個人主義化を助長してしまう
➡教育そのもののプロセス、あるいは教育実践の中での「関係性」の重要性への関心を減らす

➡教育の３つの目標：有能化・社会化・主体化の重要性



VUCA GERMウェルビーイング
Well-being



ウェルビーイングの時代
The era of Well-being
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コロナ禍で私たちがしっかりと目を向けられるようになった
子どもたちのウェルビーイング（↔イルビーイング）

ソーシャル・ディスタンシング
（社会的距離の確保）

学校閉鎖（休業・休校） 教育の提供の変化

紙ベースの宿題
オンライン学習プラットフォーム

インターネット配信

テレビ放送
ラジオ放送（ポッドキャスト）

ステイ・ホーム
（自宅で過ごす）

分散登校
協働学習の制限

休み時間・児童生徒間交流の制限

学校行事の縮小
地域（学校外）活動の制限

PAND AID https://sites.google.com/nosigner.com/pandaid/
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コロナ禍で私たちがしっかりと目を向けられるようになった
子どもたちのウェルビーイング（↔イルビーイング）

家で一人で学ぶことに困難を抱える子どもたち
保護者のサポートを受けられない子どもたち
デジタル機器にアクセスできない子どもたち

多過ぎる宿題に追われる子どもたち

重いランドセルを背負わされる子どもたち

先生との関係に悩む子どもたち

一発勝負のテスト・受験に不安を覚える子どもたち

受け身の授業を
強いられる子どもたち

学ぶ課題、探究するテーマ、学び
方を一方的に決めつけられる＝
やらされる子どもたち



ウェルビーイング Well-Being

2030

Sustainability
持続可能性 Innovation

革新
Resilience
弾力性

より良い 個人・社会・世界 であるために

OECD（経済強力開発機構）
より良い暮らし指標
（Better Life Index）





ウェルビーイング Well-Being
より良い 個人・社会・世界 であるために

国連SDGs
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Fig. 2 places well-being at the centre of the sustainable development agenda, 
acknowledging that attainment of the SDGs will occur through collective 
efforts that are aimed at achieving a united vision of well-being for all.  
In turn, this approach can help to create resilient societies, and more resilient 
societies are better able to meet the goals: once again creating and reinforcing 
a virtuous circle of well-being that strengthens over time.

Fig. 2: Paradigm shifts towards peaceful, healthy and resilient societies

Powerful forces currently influence actions that run counter to this agenda. The 
economic paradigm is solidly entrenched and marbled with vested interest. 
Politicians are often pressured by economic interests that may not be in line with 
public health interests. Rates of tobacco use, excessive alcohol consumption and 
unhealthy diets are driven by aggressive marketing campaigns by transnational 
companies that have the economic power to subsidize election campaigns 
of influential politicians and/or parties. A well-being agenda requires longer-
term thinking than the typical political election cycle allows. Many public health 
investments have ultimate impacts in relation to life expectancy, much longer than 
the duration of most political cycles. Parliamentarians should not be overlooked, 
however, as they represent important constituencies and may control or influence 
government decision-making in some countries. 

Building a political agenda focused on well-being will require a fundamental 
shift from current public health models and preliminary work to creating more 
conducive conditions by:
• Deciding on a collective consensus on how the concept of well-being can 

serve to transform societies to be more resilient. This should be founded on 
common values and with specific commitments for societal transformation 
to support a whole-of-government, action-based approach.

• Identifying relevant regional, national or local goals and objectives, and means 
of achieving them.

• Adopting design processes that ensure open collaboration and accountability.
• Linking funding to achievement of clearly defined well-being objectives.
• Monitoring and measuring a broad range of locally relevant well-being outcomes.

Paradigm shift
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教室の中で 授業の中で 学校の中で

子どもたちのウェルビーイングは保障されているでしょうか？



ウェルビーイングに向けた
作戦



ウェルビーイングの主要理論

マズローの欲求階層説

成長マインドセット

ポジティブ心理学

社会情動的学習
（SEL: Social Emo,onal Learning）

2 1



居場所感・安心の保障
〜恐れのない教室・授業・学校〜

マズローの欲求５段階

⽣理的欲求

安全欲求

社会的欲求

承認欲求

⾃⼰
実現
欲求

⽣命維持

安⼼

所属と愛

承認と敬意

理想の⾃分・世界





居場所感・安心の保障
〜恐れのない教室・授業・学校〜

hNps://amycedmondson.com/resources/



成長マインドセット
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自分自身の基本的な資質は、自らの努力に
よって成長させることができる という信念

自分自身の基本的な資質は、いくら努力して
も変わらない という信念

固定マインドセット



成長マインドセット
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自分自身の基本的な資質は、自らの努力に
よって成長させることができる という信念

励ますことが大切。しかし、
褒めれば成長マインドセットがいつも高まる
わけではない。

心と環境の関係

学校や家庭のくらし
かかわり

そして、成長マインドセットが万能なわけ
でもない。



ポジティブ心理学

P
E

R
M

A

ポジティブな情動
良い気分

エンゲージメント
フローの模索

関係性
本物のつながり

意味
生きがい

成果
達成感

セリグマンによるPERMA枠組み
出典：Catarina Linoの”PosiGve Psychology Theory in a Nutshell”

PERMAはマーティン・E・P・セリグマンの登録商標

「プラスに目を向けよう」



フロー（FLOW）

能力レベル

挑
戦
#
$
%

高い

高い低い

フロー・チャンネル
（Massimini & Carli、 1988; Csikszentmihalyi、 1990）

無関⼼

退屈

⼼配

不安

リラックス

覚醒

統制感

フロー

活動の挑戦レベルと自己の能力レベルが高い値で均
衡したときにフロー（最適経験）が生じる。

Øフローの「効力」
l 活動への没入
l 認知範囲の拡張
l 思考の柔軟化
l 自己統制感の高まり
l 創造性の発揮
l 時間感覚の変化

子どもたちの
学びへの参加や質に

プラス効果

ウェルビーイングの理論であり
成長の理論でもある＝





社会情動的学習

3 0

社会情動

的学習

自己管理自己認識

責任ある
判断力

関係構築

スキル

社会
意識

教室

SEL教授と学級風土

学校

学校全体の文化、実践、政策

家族や介護者

信頼できる
パートナーシップ

コミュニティー

学習機会の提供

CASELの社会情動的学習
著作権：CASEL(2020)



hNps://www.disney.co.jp/fc/pixar/inside-out



社会情動的学習
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ゾーンの調整

＝ 自己管理・自己調整



自己管理・責任ある判断力
自己決定の保障、有能感の価値づけ、関係づくり

「手段」としてある活動に取り組むのではなく
（外発的動機づけではなく）、活動そのものが
「目的」となって取り組む心理現象

内発的動機づけを高める鍵は報酬の有無ではなく

自己決定と有能感と関係性
(Deci & Ryan, 2002)

内発的
動機づけ



自己決定と有能感と関係性
(Deci & Ryan, 2002)

v子どもたちが自己決定できる機会を保障する
ex. 学習課題の決定、学習方法の決定、聴く相手の決定など ★教え込まない、任せる

v子どもたちが「自分に能力がある」と実感できる機会を保障する
▶対話 声かけ、励まし、意味づけ、価値づけなど

v子どももたちが かかわり合う・他者とかかわる機会 を保障する
▶対話 ペア・グループ学習、コの字、縦割り、校外、保護者の学習参加など

自己管理・責任ある判断力
自己決定の保障、有能感の価値づけ、関係づくり





子どもたちと 
ウェルビーイングを高める

Navigating the future



子どもたちとの
学びのパートナーシップを再考する

共同エージェンシーの太陽モデル（OECD, 2019）



8
子どもたちが学びを主導し、意思決定は子どもたちと大人たちの協働で行われる。学びの進め方は子どもたちと大
人たちの対等な立場で共有される。

7
子どもたちが大人たちの支援を受けて学びを主導し、方向性を定める。大人たちは意見を求められたり、子どもた
ちが意思決定しやすいようにアドバイスを与えたりするが、 最終的にすべての意思決定は子どもたちが行う。

6 大人たちが学びをデザインする過程での意思決定に子どもたちも参画する。

5
子どもたちは学ぶ内容や学び方について意見を求められ、その結果について報告を受ける。ただし、大人たちが学
びのデザインを主導し、最終的な意思決定を行う。

4
学びの過程において、子どもたちには特定の役割が与えられ、どのように学ぶのか、その理由も伝えられている。
ただし、子どもたちは学びのデザインとその意思決定、学ぶ過程での役割の決定には関与しない。

3
大人たちは子どもたちに学びの選択肢を与えているように見せるが、学ぶ内容や学び方を子どもたちが選択する余
地は少ないか全くない。

2 主張を助ける、あるいは勢いづけるために大人たちが子どもたちを利用する。

1
主張を正当化するために大人たちが子どもたちを利用し、まるで子どもたちが主導しているかのように見せかけ
る。

0
子どもたちが学びのデザインに貢献できると子どもたちも大人たちも信じておらず、大人たちがすべての活動を主
導し、すべての意思決定を行うの。それに対して子どもたちは黙っている。

子どもたちとの
学びのパートナーシップを再考する



子どもたちとの
学びのパートナーシップを再考する

The light is brightest when we shine together.

光は、私たちが共に輝くときに最も鮮やかになる。



デジタルとウェルビーイング

40



THANK
YOU
福井大学大学院連合教職開発研究科
木村 優
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